


・慢性看護学分野

・地域看護学分野

・看護管理学分野

・母性看護・助産学分野

高度実践看護職養成コース

教育者・研究者養成コース

慢性看護学分野

地域看護学分野

メンタルヘルス看護学分野

看護管理学分野

(８)看護管理学分野においては、5年以上の管理職(主任、副看護師長等以上)経験がある者

慢性看護学分野、地域看護学分野、メンタルヘルス看護学分野、看護管理学分野、母性看護・助産学分野【高度

実践看護職養成コース（助産師国家試験受験資格取得）を含む】においては、すでに看護師・保健師・助産師資格

のいずれか1つ以上を有しているか、あるいは資格所得見込みであることとします。

・メンタルヘルス看護学分野



事務局入試広報係

9:00 開場

9:30 受験ガイダンス

9:50 専門科目［100点］

10:15 個別面接［50点］

10:00 開場

10:30 受験ガイダンス

10:50 専門科目［100点］

11:15 個別面接［50点］

第Ⅱ期

事務局入試広報係

「志望理由書」の様式データが必要な場合は、事務局入試広報係（0799）60-1200までお申し出ください。

郵便



入学手続完了後に入学を辞退する場合は、事務局入試広報係へその旨を必ずご連絡ください。本学より入学辞退届を

送付いたしますので、ご記入いただいた入学辞退届と入学許可書を事務局入試広報係に郵送してください。

入学検定料および入学金を除く学納金は、送付書類記載の期日までに申し出があれば返還します。

慢性看護学分野

地域看護学分野

メンタルヘルス看護学分野

看護管理学分野

母性看護・助産学分野

(教育者・研究者養成コース)

(助産師国家資格所持者コース)

(５)看護管理学分野においては、5年以上の管理職(主任、副看護師長等以上)経験がある。

慢性看護学分野、地域看護学分野、メンタルヘルス看護学分野、看護管理学分野に所属した者においては、入学時

と1学年(M1)終了時の3月末日までに事務局学務課に申請することができます。

事務局入試広報係へご照会ください。

慢性看護学分野

地域看護学分野

メンタルヘルス看護学分野

看護管理学分野

母性看護・助産学分野

(教育者・研究者養成コース)

(助産師国家資格所持者コース)



研究論文の講読を通して地域看護学に関する理論や研究論文の分析に加え、地域にお

ける看護実践の発展と看護体制のマネジメントに必要な専門知識を深める。そして、

関心ある看護現象に関わる研究を行い、修士学位論文の作成を通して研究力を修得す

る。

また、検証結果を国内外に発信し、研究者としての姿勢を体得する。

看

④ 看護管理学分野

⑤ 母性看護・助産学分野

高度実践看護職養成コース

(修了要件：３０単位以上＋

看護管理学実習４単位)

看護管理学の基本となる看護管理システムやマネジメントについて、組織

論、経営戦略論、財務分析など専門知識を深めることで、管理すべき「ひ

と、もの、金、情報」についてミクロ的視点とマクロ的視点で探求する。そ

して、イノベーションを意識し、保健・医療・福祉分野で対応できる研究を

行い、修士学位論文を作成することを通して研究力を修得する。

看護管理学の基本となる看護管理システムやマネジメントについて、組織

論、経営戦略論、財務分析など専門知識を深めることで、管理すべき「ひ

と、もの、金、情報」についてミクロ的視点とマクロ的視点で探求する。そ

して、イノベーションを意識した研究課題に沿って看護管理上の問題を分析

し、改善・改革のために開発した看護管理システム等の有効性の検証や組織

変革のための戦略と有効性などを検証し、実践を通じて高度なマネジメント

力を修得する。また、検証結果を国内外に発信し、保健・医療・福祉分野の

革新的な看護管理システムの開発に寄与する実践力と統率力を修得する。

３２

③ メンタルヘルス看護学分野

教育者・研究者養成コース

（修了要件：30単位以上）

「メンタルヘルス看護学分野」は精神疾患/障害の有無にかかわらず、人々の精神の健康についての理解を深め、

一人ひとりが尊重され、誰もがその人らしく能力を発揮し、健康的な人生を送ることができるような看護実践や、そ

のような看護実践が可能となるシステムについて探求する看護学分野である。

精神の健康は視覚化することは難しく、健康か不健康かの判断は、医学的な診断基準のみならず、個人や周囲の価

値観や考え方による主観的な評価によって左右される。メンタルヘルス看護の実践は、看護職者自身の価値観や考え

方によって影響を受ける。そこで、メンタルヘルス看護では、看護を相互関係としてとらえ、援助の対象者のみなら

ず、援助職者への支援についても検討する。

また、メンタルヘルスのあり方、個人のみならず、家族や地域や、社会のあり方との関連が大きい。そこで、シス

テム論や集団力学理論について学び、人と人との関係、地域・社会のあり方や法律・施策との関係についても、フィ

ールドワークでの実際の体験を通して、考察を深める。そして、研究成果を、看護実践の場に還元でき、またメンタ

ルヘルスに関する施策に提言できる基盤となる能力を身に着けることをめざす。



令和7年6月1日現在

まつむら けいこ

k.matsumura@kki.ac.jp

おすじ よしこ

y.osuji@kki.ac.jp

妊娠、分娩、産褥、育児とい

う周産期にある女性とその家族

に対する健康問題（健康課題）

に対する研究指導を行う

５

0799-

60-1200

y.kuroe@kki.ac.jp

慢性疾患、主に糖尿病や腎

透析患者の看護に関連した看

護診断の開発およびその地看

護治療の開発と検証に関する

研究を専門領域とする

慢性疾患、主に糖尿病患者

に必要な自己管理に係る看護

ケアの開発や患者教育モデル

の構築に関する研究を専門領

域とする

がんの慢性期・維持期にあ

る人の看護ケアの開発や援助

モデルの構築、特にリンパ浮

腫ケアに関する研究を専門領

域とする

慢性腎不全患者の看護診断の開

発、介入・評価方法の検証、保存

的腎臓療法も含めた療法選択に関

する意思決定支援に関する研究を

専門領域とする

妊娠、分娩、産褥、育児と

いう周産期にある女性とその

家族に対する健康問題（健康

課題）に対する研究を専門領

域とする

助産学・母性看護学の学問領域にお

いて「母性意識の構造と発達（文化的

背景と性役割、子育てとの関係）」

「子育て支援方法（乳幼児虐待、母親

の育児ストレス、母乳育児）」「助産

師の生涯発達発達支援（学習動機づけ

過程、キャリア発達）」についての研

究を専門領域とする

慢性の病と共にある人々への心理社会的側

面をふまえたケアの開発に関して、インタビ

ュー法（ライフストーリーインタビューを含

む）や事例研究法（実践事象分析を含む）等

を用いた研究による看護学的探究を専門領域

とする。

看護管理学分野

「看護必要度と病院経営」「看護師

と看護補助者のタスクシフト/シェア」

「看護管理者教育」など、臨床と連動

する看護管理の実践を中心とした看護

管理分野の研究を専門領域とする

「リスクマネジメント」

「看護診断」など臨床と連動

する看護管理に必要な要素と

しての研究を専門領域とする

y.minoura@kki.ac.jp

k.kasaoka@kki.ac.jp

地域看護学の学問領域において、

「認知症の人とその家族の支援」など

在宅で療養する患者とその家族に対す

る看護援助とケアシステムの構想につ

いての研究を専門領域とする

メンタルヘルス看護学分野
黒江

くろえ

ゆり子

ゆりこ

0799-

60-1200

病と共にある人々への心理社会的側面をふ

まえたケアの開発に関して、インタビュー法

（ライフストーリーインタビューを含む）や

事例研究法（実践事象分析を含む）等を用い

た研究による看護学的探究を専門領域とす

る。

地域看護学分野



・慢性

・地域

・看護管理

・母性･助産












